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本研究プロジェクトについて

◼ 情報システムの基盤に関わる新たな技術の登場・普及と、新たな
制度の導入に伴い、システム監査の位置付けや監査の方法につい
ても新たな視点が求められるようになっている。

◼ 本研究PJは、関西および中部地区のメンバーにより、このようなシ
ステム監査を取り巻く環境の変化への対応を研究し情報共有を図
っている。

◼ プロジェクト３年目は、みずほ銀行の一連のシステムトラブル等の
事例を踏まえ、企業のガバナンスがシステムの安全性や可用性に
与える影響について、システム監査の視点から研究した。それらの
概要を報告する。
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活動実績

（2021年7月~2022年5月）
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2021-2022年の活動実績（１）

【第15回（発表：松田 貴典）】
・日 時： 2021年7月7日
・テーマ：「バランスト・スコアカードと戦略活用（１）」
・内 容：バランスト・スコアカード（BSC）を活用した経営戦略に関する

発表と活用について議論を行った。

【第16回（発表：松田 貴典）】
・日 時： 2021年8月18日
・テーマ：「バランスト・スコアカードと戦略活用（２）」
・内 容：前回に引き続き、バランスト・スコアカード（BSC）を活用した

経営戦略に関する発表と活用について議論を行った。

JSSA 第36回研究大会 2022.6.10 © 2022 Japan Society for Systems Audits. All right reserved.



6

2020-2021年の活動実績（２）

【第17回（発表：片岡 学）】
・日 時： 2021年9月21日
・テーマ：「みずほ銀行システムトラブル考（１）」

【第18回（発表：片岡 学）】
・日 時： 2021年10月19日
・テーマ：「みずほ銀行システムトラブル考（２）」

・内 容：みずほ銀行の一連のシステムトラブルについて、システム監査の
観点からの研究と意見交換を行った。
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みずほ銀行システムトラブル考（１）

出典：片岡学「みずほ銀行システムトラブル考」P2 7

はじめに ～素朴な疑問～

１．第一回目の大規模システム障害（2002年４月）について
（１）事案の概要 （２）発生原因 （３）再発防止策 （４）金融庁による行政処分(2002.6.19)

２．第二回目の大規模システム障害（2011年３月）について
（１）事案の概要 （２）発生原因 （３）再発防止策 （４）金融庁による行政処分(2011.5)

３．２度のシステム障害で明らかになった事項について
（１）不手際（30）の分類（４種類）
（２）不手際の背景にあるもの（二つの経営問題）と根本的な原因

４．今回（2021年２月～３月）の大規模システム障害について
（１）事案の概要 （２）発生原因 （３）再発防止策
（４）MHFG・MHBK策定の再発防止策についてのシステム障害特別調査委員会による評価及び提言内容

５．過年度における政府情報システムの失敗とみずほ銀行のシステム障害の原因
に共通するもの
（１）政府情報システムの現状（コロナ禍において明らかになったこと）
（２）政府情報システムの失敗の原因とみずほ障害との共通点

６．システムの失敗や障害とＤＸ推進上の課題
（１）ＤＸとは （２）ＤＸ推進上の課題とシステムトラブルの主たる原因 （３）ＤＸ人材の確保

おわりに
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みずほ銀行システムトラブル考（２）

出典：片岡学「みずほ銀行システムトラブル考」P21 8
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みずほ銀行システムトラブル考（３）

出典：片岡学「みずほ銀行システムトラブル考」P34 9

＜みずほの2021年システム障害をみて＞
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みずほ銀行システムトラブル考（４）
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トラブルの発生可能性に関する２つの意見

意見①

このようなシステムトラブルは、他の金融機関でも起こり得る問題だ

意見②

このようなシステムトラブルは、みずほ特有の問題だ

根本的には、旧銀行の縄張り争いでシステムの統合ができず、

それそれのベンダーシステム（富士通、ＩＢＭ、日立）をリレーコンピュータ
でつないだ点にあり、その名残りを今なお引きずっている

JSSA 第36回研究大会 2022.6.10 © 2022 Japan Society for Systems Audits. All right reserved.



11

2020-2021年の活動実績（３）

【第19回（発表：加藤 知康）】
・日 時： 2021年11月20日
・テーマ：「リモート監査の実践的ノウハウ」
・内 容：2021年8月に開催された浜名湖フォーラムでの「SAAJ

プロジェクト監査研究会 中部北信越ワーキンググループ」
の発表内容をベースに、中小企業の会計ソフト導入に関する
オンラインでの模擬監査について、その可能性や留意点について
発表があり、意見交換を行った。

【第20回（共同研究）】
・日 時： 2022年1月19日
・テーマ：「LINEの個人情報管理問題について」

2021年3月に明るみになった、LINEの個人情報管理問題と
その後の対応を題材に、事例研究と意見交換を行った。
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2020-2021年の活動実績（２）

【第17回（共同研究）】
・日 時： 2022年3月9日
・テーマ：「みずほ銀行システムトラブルについて（１）」
【第18回（共同研究＋オブザーバー）】
・日 時： 2022年4月13日
・テーマ：「みずほ銀行システムトラブルについて（２） 」
【第19回（共同研究）】
・日 時： 2022年5月17日
・テーマ：「みずほ銀行システムトラブルについて（３） 」

・内 容：みずほ銀行の一連のシステムトラブルについて、ガバナンスの
問題を中心に、金融システム開発経験者への質疑応答を
含めて研究と意見交換を行った。
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みずほ銀行のシステムトラブルに関する疑問（１）
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第一勧業銀行の富士通システム、富士銀行のIBMシステム、日本興業
銀行の日立システムを統合するときに、何故、それぞれの情報システム
を継続して使うために、リレーコンピュータ接続を実施したのか。

パフォーマンスやインタフェース等の技術的な問題を引き起こすリスクが
高いのに、何故選択したのか。

第一勧業銀行の富士通システムに統合方針だったはずである。

１年半ぐらい前に方針に異論が出て、合併スケジュールに間に合わなく
なり、リレーコンピュータの選択しかなくなった。
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みずほ銀行のシステムトラブルに関する疑問（２）
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報道によれば、現在までのシステム導入費は、みずほが約４５００億円、
三井住友が約１０００億、三菱ＵＦＪが約３３００億円となっている。
この費用の差は明らかにシステム統合戦略のミスと言わざるを得ない。
この統合方針で、システム費用が莫大に増えることに対しての認識はあ
ったのか。
費用対効果に対する監査の視点は、指摘されたのか。

最初に失敗をしていると、機能の検討で「やらない」という結論が出しにく
くなり、「ここまでやるの」的なものまでやらざるを得なくなったのでは。

監査をしても、内部監査ではガバナンス問題を指摘することは難しく、限
界がある。

JSSA 第36回研究大会 2022.6.10 © 2022 Japan Society for Systems Audits. All right reserved.



みずほ銀行のシステムトラブルに関する疑問（３）
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経営者や役員レベルでは、システム統合のリスクについて討議されリス
ク認識を持つべきだったと思われる。このリスク認識を超えても、意思決
定に至った組織のリスクガバナンスは、どのようになっているのか。

リリースに至るまでのガバナンスは確立できていたとしても、イレギュラ
ー対応へのガバナンスは確立されていなかった。
HPを見ると持ち株会社のガバナンス体制は整っているが、傘下の会社
では必ずしも整っていない。持ち株会社と傘下の会社の役割分担も変
わることがあり得る。
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みずほ銀行のシステムトラブルに関する疑問（４）
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基幹システムは１社に選定すべきで、そうすることで、インタフェーストラ
ブル、情報統合、システム費用、など、多くの抱えている問題が解決する
と言える。
そのことについて十分な討議もなく、外部からの指摘（金融庁等）もなか
った。現在も情報システムの脆弱性が内在していると言わざるを得ない。

一旦は、旧第一勧業銀行のシステム「STEPS」に統合した。
その後、「MINORI（みのり）」でコンポーネント・ベースの体制とした。
現行の体制は、全体統括がNTTデータ、外為が日立、預金が富士通、基
盤がIBMとなっている。これは４社の強みを横展開する狙いのマルチベ
ンダ方式を取っている。
結果的にはシステムが巨大化し、みずほが全体像を把握できていない。
現時点でもマルチベンダコントロールが実現しているとは言い難い。
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今後の活動について

・関西に加えて、中部地区のメンバーも加えて、Zoom開催
を中心に研究会を開催していく。

・引き続き新技術や新制度のほか、タイムリーな事件・事項を
取り上げ、システム監査の観点から検討する。

・また、ITの経営戦略的な側面（例えばDX）についても研
究を続けたい。

・コロナ禍で生じたリモートワークで生じるシステムのリスクやリ
モートによるシステム監査の方法論については、現在進行形
であり、今後も整理していきたい。
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ご清聴ありがとうございました。
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